
天候にも負けず安全に！ＩＣＴ建機

安全に進められる�
ＩＣＴ建機を再び

今回の現場は新潟県三条市を流れる島⽥
川の護岸⼯事。施⼯するのは、市内に拠
点を置く（株）中村組様。導⼊の経緯を
⼟⽊部⻑の更科久善さんに聞いた。
「PC200iを使⽤した以前の現場では、
⼿元作業員なしに設計図⾯通りにマシン
コントロールで安全に施⼯を進めること
が出来たので、ＩＣＴ油圧ショベルは今
後も活⽤していこうと思っていました。
今回は、仮設の鉄⾻の上で建機を稼働さ
せる現場なので、建機の⾜場には鉄板を
敷いて施⼯します。仮に施⼯に修正が必
要になれば、鉄板の掛け直しが発⽣する
ので⾼精度に施⼯が出来るＩＣＴ油圧シ
ョベルが必要でした。」と教えてくれ
た。担当営業は、 「更科部⻑は以前か
ら、現場の⽣産性向上のために新技術を
取り⼊れて⾏きたいとの考えをお持ちで
した。私よりも知識が豊富なので勉強さ
せてもらっています。」と笑顔で話し
た。
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導⼊した感想をオペレータの⾼橋正晴さ
んに聞いた。「PC200iで施⼯している
途中、刃先精度確認以外の検測や確認は
特に⾏いませんでした。施⼯後の測量で
は、基準値内の精度で仕上がっていて何
の問題もなく⼯事は完了しました。ＩＣ
Ｔ油圧ショベルの⾼い精度には今回も驚
きましたね。」と話した。更科部⻑は、
「施⼯⼿戻りがあると、建機が移動でき
るように鉄板を敷いて移動させます。鉄
板を移動して施⼯をやり直す作業が無く
なったのは本当に助かりました。それに
⾬の⽇が2.3⽇続き、⽔が濁ってしまっ
たこともありました。従来施⼯だと施⼯
⾯が⾒えないので作業を⼀時中断します
が、ＩＣＴ建機は施⼯⾯をモニタで確認
しながら作業が出来る為、作業が⽌まる
事がありませんでした。」と笑顔で話し
た。オペレータの⾼橋さんも、「⽔中掘
削は楽でした。最初は半信半疑でモニタ
ばかり⾒てしまいましたよ。」と教えて
れくれた。
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